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１．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

２．次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

　①事業活動全般にわたり環境配慮を推進します

　②電力及び燃料使用による二酸化炭素排出量削減に努めます

　③廃棄物排出量の削減及び再資源化の推進に努めます

　④水道水使用量の削減に努めます

３．環境への取り組みを環境活動レポートとしてとりまとめ公表します。

４．この環境経営方針は、全従業員に周知・徹底します。

制定日：

澤田製作所
  澤田 勇

＜環境保全への行動指針＞

2019年9月1日

　澤田製作所は、プレス加工を通じて未来の地球を保全するため環境保全に取り組

みます。

　事業活動における環境負荷の低減を全社員で図り、環境経営により組織を活性化

させ更なる企業の発展を目指します。

環 境 経 営方 針
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

澤田製作所

代表者　澤田　勇 

（２） 所在地

本　　社：〒547－0006　大阪府大阪市平野区加美正覚寺１丁目２３番２号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　澤田　忠

連絡担当者　　澤田　忠

（４） 事業内容

金属製品のプレス加工

（５） 事業の規模
売上高　2,300万円　生産量　7.1トン

（６） 事業年度　　１月～１２月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 澤田製作所

サイト： 本　社

対象外： なし

活　動： 金属製品のプレス加工

組織体制図:

本　社

１４８.５㎡延べ床面積　　　

従業員数　　　　 ５名

TEL 06-6792-6785
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□主な環境負荷の実績

単位 2018年 2019年 2020年 2021年

kg-CO2 9,458 10,422 9,045 6,464

kg … 96 96 96

kg 0.0 0.0 0.0 0.0

㎥ 165 153 142 142

※電力の二酸化炭素排出量換算値:0.334kg-CO2/kWh（2018年度、関西電力、調整後排出係数）

　二酸化炭素排出量には灯油、都市ガス分を含む。

□環境経営目標及びその実績

（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 4,861 4,715 3,458 4,715 4,667

基準年比 (2018年) 97.0% 71.1% 97.0% 96.0%

kg-CO2 2,839 2,768 2,782 2,754 2,740

基準年比 (2018年) 97.5% 98.0% 97.0% 96.5%

kg-CO2
7,700 7,483 6,240 7,469 7,406

kg 96 － 96 96 96

基準年比 (2020年) － 現状維持 現状維持 現状維持

㎥ 165 163 142 162 161

基準年比 (2018年) 98.5% 86.1% 98.0% 97.5%

行動目標 行動目標 行動目標 行動目標

上記二酸化炭素排出量合計

※産業廃棄物の処理委託実績は無いため目標を設定していない。

2021年

節水

電力の二酸化炭素排出
量削減

二酸化炭素総排出量

2022年
基準値
(2018年)

項　目

　産業廃棄物排出量

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

製品・サービスへの環
境配慮

ガソリンの二酸化炭素
排出量削減

2023年

一般廃棄物の削減

　一般廃棄物排出量

廃棄物排出量

水使用量
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□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

数値目標 ○

○

○

△

△

数値目標 ×

△

△

数値目標 －

○

○

○

○

数値目標 ○

○

△

○

○

○

○

・年間を通じて、目標達成できている。
・引き続き、節水に努める。

・分別の徹底

産業廃棄物の削減

・不用時の消灯

取り組み計画

今期後半期では受注量が依然として低迷して
いる。コロナ禍下であることや受注量減少に
なっているため電力量は減少し結果として目
標達成となった。次期の受注量増に期待して
行く。引き続き削減に努める。

・稼働率向上

・産業廃棄物の削減

・節水弁取り付け

・梱包材の再利用

今年度前半同様に後半でも受注実績は低迷し
たが小口搬送頻度が増え目標値を超過した。
但し微量の目標未達成なので目標の変更はし
ないが並行して適正な目標値の検討の必要が
あると考えられる。引き続き削減に努める。

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

電力による二酸化炭素排出量の削減

・アイドリングストップ

・効率的なルートで配送

評　価（結果と次年度の取組内容）

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

節水

・蛍光灯のLED証明への更新

廃プラ等の排出はなかった。産廃の排出量は
無し。金属くずは少しは出るが有価物として
いる。
廃油の適正な保管に努める。廃油は油購入時
に引き取ってもらっている。

・空気圧縮機のエア洩れ点検

非常に小さな数値(8kg/月)なのでこのままの
把握で進めていきたい。なお、次年度以降引
き続きごみ削減を実践し排出量が増えないよ
うに現状維持の96ｋｇとする。

・空調温度の適正化

製品・サービスへの環境配慮

後半ではコロナ禍下で受注量がやや減少した
が、年間を通して手戻りは無くクレームも無
かった。手順及び製品のチェックを厳重にお
こなうことで、手戻りの発生等を抑えること
ができている。引き続き今後も手戻りの発生
抑制に努める。

・廃棄率削減

・手戻りの発生抑制

一般廃棄物の削減

・顧客クレーム削減

・廃油の適正保管
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□環境関連法規等の遵守状況及び違反訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

なお、訴訟及び関係当局よりの違反等の指摘等はありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

業務用空調機器

新形コロナウィルスの影響が継続し、受注の減少傾向がつづいている。工場の操業時間

短縮もあり電力は使用量が減っているが、ガソリンの目標は小口搬送などもあり達成で

きなかったため、自動車の効率的な使用を進めるとともに目標値の適切性を検討してい

く。なお、引き続きプレス等の工場内の照明をＬＥＤ照明に更新するなどの投資も検討

していく。次年度においては環境経営方針、環境経営目標及び計画及び実施体制は変更

せずに推進していきます。

プレス機

自動車リサイクル法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

営業用乗用車、トラック（ガソリン車）

フロン排出抑制法

適用される法規制

騒音規制法・振動規制法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、プレス機については行政の指導を受けて手続き中
で、その他は環境関連法規制等は遵守されていました。

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物
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